
第１回下井草駅周辺まちづくりワークショップ（令和４年１２⽉）︓まちの魅⼒と課題について意⾒集約
◆まちの魅⼒について
 多⽅⾯へバスルートが通じているため、毎⽇の買い物に便利である。
 こじんまりした地元感がある。
 個⼈のお宅のお庭のみどりが豊かで、散歩していて楽しい。
 みどりが多く、静かで⼦育てにとても良い。
 住宅地として住みやすいので、開発等や⼤きな建物ができなくても良い。

◆まちの課題について
 旧早稲⽥通りの歩道が狭く歩きづらい上に危険で、バス停の部分も狭
く降りづらい。

 旧早稲⽥通りは、バス停でバスが⽌まると渋滞になる。
 旧早稲⽥通りは、幅員が狭いうえに電柱が歩道上にあるため、⾞椅⼦
も通れない。

 駅前の交通環境が悪い。バスや買い物客などで混雑する。
 タクシープールが駅にないため、タクシーを拾うことができない。

第２回下井草駅周辺まちづくりワークショップ（令和５年５⽉）︓駅周辺のイメージや求める機能について
【道路・交通】
 旧早稲⽥通りの安全性の確保（⼀⽅通⾏・歩道拡幅整備
・電柱の地中化）
 交通拠点であるが駅前の混雑が⾮常に多い
 タクシープールの確保（タクシー乗り場がなく不便）
 安⼼安全な道路空間の確保（歩⾏者優先として交通規制を設ける等）
【住環境・みどり】
 地域交流スペースの確保（まちなかでくつろげるベンチや空間、多世代
交流拠点等）

 防災機能の強化（核シェルターや備蓄倉庫等）

【商業・にぎわい】
 にぎわいの拡充（若者が集まる場所や地域イベント、太⿎祭り
など）

 荻窪ほどのにぎわいは望まないが、住んでいる⼈の利便が図れるにぎわいの
創出は必要

【交通機能】
 北側︓⾞両機能の集約（バス停留所、タクシープールや朝⼣の

送迎⾞乗降等）
 南側︓交流スペース（歩⾏者系広場・バリアフリー化）

第５回下井草駅周辺まちづくりワークショップ（令和５年９⽉）

■駅周辺における交通機能の基本的な考え⽅

令和４年度・５年度の取組み【整備⽬標・整備計画図（たたき台No.2）作成の経過】

＜案①＞
北側︓交通系プール
南側︓歩⾏系広場

＜案③＞
南東側︓交通系広場
⻄ 側︓歩⾏系広場

＜案④＞
南⻄側駅前広場

＜案②＞
北⻄側駅前広場

＜案⑤＞
その他

第３回下井草駅周辺まちづくりワークショップ（令和５年６⽉）︓駅周辺機能図５案の作成

第４回下井草駅周辺まちづくりワークショップ（令和５年７⽉）

＜案①＞
北側︓交通系プール
南側︓歩⾏系広場

＜案②＞
北⻄側駅前広場

＜案④＞
南⻄側駅前広場

■駅周辺における交通機能の基本的な考え⽅

 交通機能の集約化（歩⾞分離）

 安全な歩⾏空間の確保

 ⼈が集い溜まれる空間の創出

 ⼈中⼼の魅⼒あるにぎわい空間の創出

 買収⾯積の最⼩化

駅周辺交通機能の基本的な考え⽅の作成 駅周辺機能図３案への絞り込み

整備計画図作成（たたき台）基本的な考え⽅の修正・整備⽬標作成（たたき台）

下井草駅周辺まちづくりワークショップとは
地域の⽅々と、連続⽴体交差事業を⾒据えながら、道路・交通に関する課題の把握や解決に向けた意⾒交換を⾏う場です。
下井草駅周辺まちづくりワークショップでは、道路・交通施設整備計画策定に向けて、整備⽬標・整備計画図について、活発に意⾒交換を⾏いました。



令和４年度・５年度の取組み【整備⽬標・整備計画図（たたき台No.2）作成の経過】

令和５年度の『下井草駅周辺地区まちづくりオープンハウス』で実施したアンケート調査では、半数以上の⽅々から
前向きのご意⾒をいただきましたが、
①鉄道の構造形式が⾼架・地下どちらの場合も想定してたたき台を作成してほしい。
②もっとまち歩きをして現状を把握した上で、計画を策定してほしい。
③ワークショップに参加した少⼈数だけで決めるのはいかがなものか。
等のご意⾒を伺いました。

幅広い世代の⽅々とのグループディスカッションに加えて、まちあるきや勉強会を開催し、⾃分たちのまちについて理解を
深めながら、もう少し具体的に下井草駅周辺のまちの将来像を研究していく場として令和６年度より、
『（仮称）下井草まちづくりラボ』を開催しました。

第６回下井草駅周辺まちづくりワークショップ（令和６年１⽉）︓整備⽬標および整備計画図の修正（たたき台No.2）



■令和６年度（仮称）下井草まちづくりラボの実施内容

第１回（仮称）下井草まちづくりラボ
l テ ー マ ：下井草駅周辺まちづくりの「これまで」と「これから」
l 実施内容：これまでの下井草駅周辺まちづくりや今年度の取組内容などについて説明しました。その後、次回のまち歩きに向け、マップ作成のグループワークを行いました。

令和６年７月２０日

第２回（仮称）下井草まちづくりラボ
l テ ー マ ：下井草駅周辺まちあるき
l 実施内容：第1回（仮称）下井草まちづくりラボで作成したまちあるきマップをもとに、まちの魅力や課題等を再確認するため、まちあるきを行いました。

令和６年７月２７日

第３回（仮称）下井草まちづくりラボ
l テ ー マ ：まちあるきの振返り及び小・中学生の夏休みまちづくりプロジェクトの成果発表会
l 実施内容：第2回で実施したまちあるき結果を参加者全体で共有するとともに、小・中学生が考えて作成した将来のまちの模型の成果発表を行いました。

令和６年８月２４日

第４回（仮称）下井草まちづくりラボ
l テ ー マ ：連続立体交差事業及び下井草駅周辺まちづくりに関する勉強会
l 実施内容：参加者が連続立体交差事業についての知識を深め、鉄道が高架化・地下化した際のまちの将来像をイメージするため、学識経験者を招き、

連続立体交差事業及び駅周辺まちづくりについての勉強会を行いました。

令和６年９月２１日

第５回（仮称）下井草まちづくりラボ
l テ ー マ ：連続立体交差事業及び駅周辺の事例視察
l 実施内容：連続立体交差化完了後における駅前広場、ロータリー等の駅周辺の交通処理方式や鉄道が高架化・地下化した際のまちの将来像をイメージする

ため、連続立体交差事業及び駅周辺まちづくりについての事例視察を行いました。

令和６年１０月２６日

第６回（仮称）下井草まちづくりラボ
l テ ー マ ：令和６年度の振返り及び令和７年度に向けて
l 実施内容：下井草駅周辺まちあるきや、連続立体交差事業及び駅周辺まちづくりに関する勉強会・事例視察等、第1回～第5回（仮称）下井草まちづくりラボ

で開催した内容を振り返るとともに、来年度の活動に向けたグループワークを行いました。

令和６年１１月３０日

小・中学生夏休みまちづくりプロジェクト 令和６年８月８日
小・中学生を対象に、第１回・第２回（仮称）下井草まちづくりラボに参加した結果を踏まえ、 「どんな
まちに住みたいか」、「どんな施設が必要か」などについて意見交換し、将来のまちの模型づくりを行いました。

幅広い世代の方々とまちあるきや勉強会、意見交換等を行い、連続立体交差事
業を見据えた下井草駅周辺のまちの将来像等について研究する場として、（仮
称）下井草まちづくりラボを開催しました。

（仮称）下井草まちづくりラボとは
地域の方々と連続立体交差化後のまちの将来像等について研究していく会です。
公募等で参加いただいた地域の方々と意見交換を行い、連続立体交差事業を見据えた下井草
駅周辺のまちづくりの方向性について、共有することを目的としています。



第１回（仮称）下井草まちづくりラボ 【令和６年７⽉20⽇（⼟）】
〜下井草駅周辺まちづくりの「これまで」と「これから」〜

下井草駅周辺のまちづくりに関するこれまでの取組、（仮称）下井草
まちづくりラボの趣旨や活動内容を参加者全体で共有しました。
その後、次回実施予定のまちあるきに向けて、まちあるきマップ作成の
グループワークを実施し、地域の魅⼒や課題を共有しました。

第２回（仮称）下井草まちづくりラボ 【令和６年７⽉27⽇（⼟）】
〜下井草駅周辺まちあるき〜
下井草駅周辺のまちの将来像を考えるにあたり、まちの魅⼒や課題等を改めて発⾒してもらうことを⽬的にまちあるきを⾏いました。
また、あわせて鉄道連続⽴体交差事業やまちづくりの事例などのパネル展⽰や⾞イス体験、スタンプラリーを⾏いました。

グループワークを通して、下井草駅周辺のまちの魅⼒・課題について意⾒
交換を⾏いました。

⼩・中学⽣夏休みまちづくりプロジェクト振返り
【令和６年８⽉８⽇（⽊）】

〜まちあるきの振返り&
⼩・中学⽣の夏休みまちづくりプロジェクト

の成果発表会〜
（仮称）下井草まちづくりラボ参加の⼩・中学⽣に今後、どんなまちに住
みたいか等について意⾒交換をし、将来のまちの模型づくりを⾏いました。

第2回（仮称）下井草まちづくりラボで実施したまちあるき結果を参加者
全体で共有し、まちの魅⼒や課題などを把握するとともに、⼩学⽣・中学
⽣が下井草駅周辺のまちの模型づくり等、夏休みまちづくりプロジェクトの
成果発表を⾏いました。

第３回（仮称）下井草まちづくりラボ振返り
【令和６年８⽉24⽇（⼟）】

各々がまち歩きを
通して気づいた
まちの魅⼒や課題
を、⼤きな地図
に反映し、全体で
共有しました。

まちあるきを通して
整理した地図に
ついては、次のパネ
ルをご覧ください。

提案模型① 提案模型② 提案模型③

駅周辺に楽しめる場所
が少ないという課題から、
駅と商業施設を⼀体化
し、フットサル場やテニス
コート、銭湯等を誘致す
る提案

⼈が休める場所がないと
いう課題から駅の⻄側に
緑地広場を整備し、商
店街にバスが通らないよ
うに旧早稲⽥通りでバス
の交通を転回する提案

駅南側はみどりが少なく、
⽇影が少ないという課
題から、広場と建物の
屋上に緑地を創出し、
駅と建物をつないで⽇
影を⽣み出す提案

〜⼩・中学⽣による将来のまちの模型づくり〜

今年度、幅広い世代の⽅々とまちあるきや勉強会、意⾒交換などを⾏い、下井草駅周辺のまちの将来像について研究していく場
として（仮称）下井草まちづくりラボを開催しました。

⽣産緑地がある

歩道が狭い

バス・⾞が
交錯する

屋敷林がある

若い⼈が経営して
いるお店がある

北側の商店街にもう少
しにぎわいが欲しい

保護樹林がある

⻘枠︓魅⼒
⾚枠︓課題グループワークまとめ

旧早稲⽥通りでの⾞イス体験を通して、歩道
が狭いことによる⾞イス利⽤者の通⾏の難しさ
を体験していただきました。 まちあるきマップ



第４回（仮称）下井草まちづくりラボ振返り 【令和６年９⽉2１⽇（⼟）】

学識経験者として、「⽇本⼤学理⼯学部⼟⽊⼯学科 中村教授」を招き、鉄道連続⽴体交差事業について講
義していただきました。当⽇は、鉄道連続⽴体交差事業とは何かに加えて、事業の流れや施⼯⽅法、事業効果
等、鉄道連続⽴体交差事業の基本的な内容についてご講義いただきました。

〜鉄道連続⽴体交差事業及び下井草駅周辺まちづくりに関する勉強会〜
【鉄道連続⽴体交差事業に関する講義】

学識経験者として、「⽇本⼤学理⼯学部⼟⽊⼯学科 関教授」を招き、駅周辺まちづくりについて、現況模型及び⾼架化・地下化を想定した
模型を⽤いて講義していただきました。当⽇は、鉄道⽴体化後のまちの空間の⽣じ⽅や空間利⽤の仕⽅についてご講義いただきました。

【下井草駅周辺まちづくりに関する講義】

＜施⼯⽅法＞

＜連続⽴体交差事業とは＞

＜事業効果＞

＜駅周辺まちづくりについて＞



鉄道連続⽴体交差事業完了後の駅前の交通処理の仕⽅（駅前広場やバスロータリー等）について、イメージしてもらうことを⽬的に、⻄武池袋線
（⽯神井公園駅〜練⾺⾼野台駅間）及び⼩⽥急線（世⽥⾕代⽥駅〜東北沢駅間）における駅周辺の事例視察を⾏いました。

第５回（仮称）下井草まちづくりラボ振返り 【令和６年10⽉26⽇（⼟）】
〜鉄道連続⽴体交差事業及び駅周辺の事例視察〜

〜令和６年度の振返り及び令和７年度に向けて〜
下井草駅周辺まち歩きや、鉄道連続⽴体交差事業及び駅周辺まちづくりに関する勉強会・事例視察
等、第1回〜第5回（仮称）下井草まちづくりラボで開催した内容について全体で振返りを⾏い、
参加者にまちの魅⼒や課題を再認識していただきました。
その後、下井草駅周辺まちづくりとして、今後取り組みたいこと、実現したいことを参加者に考えてもら
い、グループごとに実現に向けて必要となるデータや調査項⽬、⼿法等について意⾒交換を⾏いました。

第１回〜第6回の資料は
区公式ホームページから
ご覧いただけます。

区公式ホームページ
⼆次元コード

→下井草駅が⾼架化または地下化した将来のまちの姿をイメージしてみてください

第６回（仮称）下井草まちづくりラボ振返り 【令和６年11⽉30⽇（⼟）】

⻄武池袋線（練⾺⾼野台駅周辺）事例視察

⻄武池袋線（⽯神井公園駅周辺）事例視察

<世⽥⾕代⽥駅周辺の特徴>
◯富⼠⼭への眺望の確保・・・ビスタにかかる建物の形状の⼯夫や、眺望を意識した駅前広場の設置
◯歴史に配慮・・・ダイダラボッチの伝説をあしらった舗装や２鉄道をつなぐ連絡線の歴史解説板の設置

<東北沢駅周辺の特徴>
◯利便性、防災性の向上・・・下北沢との往来および災害時の避難通路の整備
◯駅周辺の⼟地利⽤・・・落ち着いた住宅地と馴染みやすいヒューマンスケール

の整備

⼩⽥急⼩⽥原線（世⽥⾕代⽥駅〜東北沢駅周辺）事例視察 ※世⽥⾕区公式ホームページ「つなぐデザインつながるまちづくり」より杉並区が加⼯

<下北沢駅周辺の特徴>
◯まちづくり活動との連携
・・・緑化活動グループとの
協⼒を通じたみどり豊かな
歩⾏者空間



■令和７年度（仮称）下井草まちづくりラボの実施内容

第７回（仮称）下井草まちづくりラボ
l テ ー マ ：旧早稲田通りの安全化
l 実施内容：旧早稲田通りの一方通行化や無電柱化等を踏まえ、模型を使用した横断面構成の検討や大判地図を使用した

バスルートの考察を行い、課題解決に向けて意見交換しました。

令和７年９月２７日

第８回（仮称）下井草まちづくりラボ
l テ ー マ ：駅前広場・交通結節点のあり方①
l 実施内容：第７回の結果を踏まえ、参加者が自由に敷地を設定し、下井草らしい駅前広場のあり方について意見交換しました。

令和７年１０月２５日

第９回（仮称）下井草まちづくりラボ
l テ ー マ ：駅前広場・交通結節点のあり方②
l 実施内容：第８回に引き続き、「駅前広場・交通結節点のあり方」をテーマに、下井草らしさに着目し、第８回で考えた

駅前広場案をさらに深堀りするため意見交換しました。

令和７年１２月６日

第10回（仮称）下井草まちづくりラボ
l テ ー マ ：みどりと景観
l 実施内容：第９回で考えた駅前広場案を基とした、下井草らしい駅前広場および駅周辺のみどりと景観について

意見交換しました。

令和８年１月１０日

過年度の成果を踏まえ、まちの課題解決に向けた方針や取組の方向性について、各回テーマごとに掘り下げながら意見交換を行いました。
また、各回の最後には、グループごとにまとめた意見や検討したアイデアを共有するため、回遊方式による発表を行いました。
回遊方式では、各グループ、説明者と聞き手に分かれ、順番に他の班を回りながら説明を聞き、意見交換を行いました。

各回の資料はこちら
（区公式ホームページ）
からご覧いただけます。二次元コード



テーマ︓旧早稲⽥通りの安全化
国⼠舘⼤学理⼯学部理⼯学科の寺内義典教授から道路・交通計画に関するミニ講義を受け、⼀般的な道路の
安全対策等について理解を深めました。
その後、旧早稲⽥通りの安全化実現の可能性について、模型や地図を活⽤しながら検討しました。なお、検討に
あたっては、これまで出されたアイデアである①無電柱化（電柱の移設や撤去）、②バリアフリー化（道路と歩道の
段差解消）、③⼀⽅通⾏化（バスルートの変更や迂回ルートの変更）、④道路拡幅（歩道の拡幅や地区計画
の導⼊）、⑤その他について考えました。

【旧早稲⽥通りの安全化実現に向けたグループワーク結果】

第７回（仮称）下井草まちづくりラボ① 【令和７年９⽉27⽇（⼟）】

２班 キャッチフレーズ︓歩道が安全になるのはよいが、沿道住⺠に不便がないかも考えていきたい

【まとめ】旧早稲⽥通りの拡幅は極めてハードルが⾼く、現況幅員でできることを検討。⼀⽅通⾏化はコストをはじめ多くの課題が
ある。

【各アイデアにおける考察結果】
①無電柱化
・災害時に電柱が倒れてくる恐れがなくなるが、⺠地に地上機器を置く場合、個⼈の敷地が
使われる。
③⼀⽅通⾏化
・駅北側で迂回のために裏通りの交通量が増えたり、⾃家⽤⾞での送迎がしづらくなる。
・コストの⼤きさや合意形成の難しさから、意思決定にとても時間がかかりそう。
④道路拡幅
・あまり現実的ではない。

1班 キャッチフレーズ︓⾞道幅の縮⼩

【まとめ】歩⾏者の安全性を⾼めるために、現道路幅員の中で⾞道と歩道の幅員を調整し、道路改修のみの改善を⾏う。

【各アイデアにおける考察結果】
①無電柱化
・歩道１mでは傘を差したらすれ違えない
②バリアフリー化
・段差がないフルフラットの道路は、⾞に乗っていると怖いと
感じる。
③⼀⽅通⾏化
・沿道住⺠の合意形成に負担や時間がかなりかかる。
④道路拡幅
・建替え時に拡幅すると相当の年⽉が必要になる。
⑤その他（バスの⼩型化）
・⼩型バスの導⼊や運転⼿増員等で費⽤負担が発⽣する。

バスルート案ダイヤグラム

旧早稲⽥通りの幅員および
バスルートは現状のままとし、
⾞道幅員を狭め、歩道を拡
幅することで、歩⾏者の安全
性を⾼める。

【⼀般的な道路の安全対策についての講義資料（寺内教授講義資料）】
＜事例紹介１︓世⽥⾕区太⼦堂・三宿地区
『跡地開発をきっかけとしたみちづくり・まちづくり』

＜事例紹介２＞
『歩道と無電柱化』

321 4

76 85

下井草駅
西武新宿線



４班 キャッチフレーズ：なし

【まとめ】歩行者の安全性を高めるために、一方通行により利便性が低下する沿道住民、商業者ほか、バス停利用者、
周辺住民などの影響をもう少し具体的に考える必要がある。

【各アイデアにおける考察結果】
③一方通行化
・歩道が広くなり安全性が担保される。
・車いす、ベビーカーが安全にすれ違うことができるようになる。
・バスが通ることで追い抜きができなくなり、結果渋滞を引き起こす。
・バス停や荷下ろしの場所を検討しなければならない
・一方通行になったことで、外周の車道（これまで車どおりが少な
かったところ）が混雑する。
・沿道住民の自宅への駐車など利便性が低下する。

5班 キャッチフレーズ：段階的に進める。まずは、バリアフリー、
次は一方通行化と無電柱化

【まとめ】今必要なことと、将来を見越して準備することを段階的に実行する。
  最終的には一方通行とし、無電柱化の実現や歩きやすい歩道、バリアフリー等が実現できる。

【各アイデアにおける考察結果】
②バリアフリー化
・車道と歩道の高さをそろえて、バリアフリー化する。（歩車道段差
を２㎝とする。）
・現在は、人一人通るのも困難な状況。現在できそうなことは、
バリアフリー化である。
・歩行者が車道を歩く可能性がある。
③一方通行化
・沿道住民の理解と了承が必要。
・旧早稲田通りに、バスを通さない計画を考案

6班 キャッチフレーズ：バスルート再考。みんなにやさしい下井草発展、居住者に迷惑をかけない

【まとめ】沿道住民への影響を最小限にしたうえで、歩いて楽しい駅前をつくるために、８ｍ幅員のまま、一方通行として幅員構成
を工夫する、バスルートを工夫する。

【各アイデアにおける考察結果】
②バリアフリー化
・家や店に雨が入りやすくなる。
③一方通行化
・搬入が難しくなりそう。
・バスルートの駅周辺の回遊ルートを考え直し、一方通行の範囲
を減らす。
・荷下ろしや一時停止中の車を追い越せないため、混乱が起きる
のではないか。
④道路拡幅
・セットバックは沿道住民への影響が大きいため、現状の８ｍ幅員
をなるべく保つ。
・建て替えのタイミングでセットバックすれば良い。

３班 キャッチフレーズ：道路幅８ｍを変更せずに歩きやすい道にしたい

【まとめ】現況の８ｍの道路幅を変えずに、歩く人に安全な道をつくる。

【各アイデアにおける考察結果】
③一方通行化
・道路幅を変えずに歩きやすい道にするには一方通行が前提となる。
・バス停の変更が大変。バス停を新しく設置することをよく思わない人
もいる。
・一方通行は自動車のみにして、バスは相互通行できないか。 周辺への影響を最小限に

抑えた一方通行ルートを
検討した結果、商店街を
避けて鉄道の北側を東へ
進むルートが適切と考える。

バスルート案ダイヤグラム

バスルート案ダイヤグラム

20年後には線路跡地、
40年後は都市計画道路を
利用するルートをスケッチした。

バスルート案ダイヤグラム

旧早稲田通りは南向きの
一方通行とし、バスルートは、
八成区民集会所南側の鉄道
敷地を東へ進み、商店街を南
下する。

バスルート案ダイヤグラム

北口にバス停を設け、商店街
のにぎわいを守る。大型店舗
やマンション前にバス停を配置
し、沿道住民への影響を軽減
する。

下井草駅
西武新宿線

下井草駅
西武新宿線

下井草駅 西武新宿線

下井草駅
西武新宿線



テーマ︓駅前広場・交通結節点のあり⽅

【駅前広場のグループワーク結果①】
1班

「憩いの広場」は
駅に直結し、「交
通広場」は駅南⽅
に離して整備する。
駅から「交通広
場」に⾄る旧早稲
⽥通りを拡幅し、
安全な歩⾏者空
間を確保する。

ダイアグラムワーク作成図

第８回（仮称）下井草まちづくりラボ 【令和７年10⽉25⽇（⼟）】

⽇本⼤学理⼯学部⼟⽊⼯学科の関⽂夫教授から駅前広場に関するミニ講義を受け、広場における
「交通空間」と「憩いの空間」それぞれの役割について理解を深めました。
その後、模型や地図を⽤いて駅前広場に求める機能等について班ごとにグループワークを⾏いました。

【駅前広場の考え⽅についての講義資料（関教授講義資料）】

1 2

4

下井草駅
西武新宿線

3



３班
北側に交通機能
を集め、歩⾏者の
安全性と両⽴す
るためにコミュニ
ティ道路とする。
南側は駅前広場
敷地を活⽤して、
イベントを商店街
と⼀体的に実施
できる空間とする。ワーク作成図 ダイアグラム

４班
屋根のある⼤き
めの広場を設け、
マルシェや待ち合
わせ、お祭りや遊
び場の空間とす
る。北側をバスベ
イやタクシーベイ、
⼀般⾞両停⾞
ゾーンとする。

ダイアグラムワーク作成図

２班
バス停は現状の
位置とし、駅舎の
改修を通じて憩い
の広場を整備する。
ベンチや⽊陰があ
り、休憩できる空
間や遊具などがあ
り、⼩さなイベント
を実施できる空間
とする。ダイアグラムワーク作成図

5班
中央に誰でも使え
る憩いの広場を設
け、ちょっと休め、
ちょっと遊べる空間
とする。
停⾞したバスがまち
に対して壁にならな
いように、駅とまちが
オープンにつながる
広場空間とする。ワーク作成図 ダイアグラム

下井草駅
西武新宿線

下井草駅
西武新宿線

下井草駅
西武新宿線

下井草駅 西武新宿線



テーマ︓駅前広場・交通結節点のあり⽅

【駅前広場のグループワーク結果②】

第９回（仮称）下井草まちづくりラボ 【令和７年12⽉６⽇（⼟）】

第８回に引き続き、駅前広場・交通結節点のあり⽅をテーマとし、「下井草らしさ」に着⽬した下井草の
まちにふさわしい駅前広場について、事例写真と地図を⽤いて班ごとにグループワークを⾏い、前回の検討
案をさらに深堀りしました。

1班 キャッチフレーズ︓住んでいる⼈が集い、憩い、活躍する静かな駅前広場

２班 キャッチフレーズ︓地域で活⽤できる、⼈の集う広場

３班 キャッチフレーズ︓よりみちひろば 〜みんなで集うおにぎりカフェ〜

・住んでいる⼈が集い憩
い活躍できる。
・住んでいる⼈が関われ
ることで愛着が湧く。
・地域住⺠が街に出る
ことで⽣まれるにぎわい
は、騒がしくなく静かで
あり、住環境を守り、
住⺠優先となる。
・地域住⺠がまちに出て
くれば店もでてくる。

・外から⼤きなイベントを
呼んでくるのではなく、
地域住⺠や商店街が
イベントに使える場所と
して活⽤する。
・⽊陰の下にベンチを置き、
⼦どもの遊具を置いたり
するなど、ゆったりくつろ
げる場所にする。
・バス停には屋根やベンチ
があると良い。北側の環
境側道はバスのみ乗り
⼊れ可とし、⼀般⾞輌
の送迎は駅南側で⾏う。

・ベンチがたくさんあって、
みどりのカーテンで夏
も涼しげに過ごせて、
お店が並んでにぎわう
ひろば。
・お店は地域の⼈たち
も出店したり、安⼼
⾷材のおにぎりカフェ
があったりして、塾に
通う⼦供や若者から
⾼齢者までが集い、
知り合いが増えていく、
ついつい寄り道したく
なるひろば。

ワーク作成図 ダイアグラム

ワーク作成図 ダイアグラム

ワーク作成図 ダイアグラム

下井草駅
西武新宿線

下井草駅
西武新宿線

下井草駅 西武新宿線



４班 キャッチフレーズ︓誰でも集い、にぎわいのある、ひと休みできる、みどりのある、さりげない駅前広場
〜防災機能をプラス〜

６班 キャッチフレーズ︓歩⾏安全と交通利便性のバランス案/閑静・こじんまり/
歩⾏者スケール(下井草スケール）/仕事帰りに深呼吸

８班 キャッチフレーズ︓四季つながる回遊空間

※第９回では、第８回で各班が検討した案をもとに、参加者が希望する班に参加してグループワークを⾏いました。
※６班は、第８回のいずれの案にも属さず、新たな案を考案したい参加者で構成されています。
※８班は、⼈数調整のため、1班を2つに分けて編成した班になります。
※５班は、当⽇の希望者がいなかったため編成されませんでした。
※７班、８班については、本来、⼈数が多い班を分割して編成する予定でしたが、実際に⼈数が多かったのは１班のみ
であり、座席の都合上、その超過分の参加者を1班の隣となる８班で編成したため、７班は構成されていません。

・地域の⾼齢者、⼦ど
も、障がい者誰もが集
い、ひと休みすることが
できる、⼤きな広場。
・ここでいう「にぎわい」
とは、地域の⼈が⽇
常的に集う「にぎわい」
であり、奇をてらったも
のではなく落ち着いた、
さりげない空間である
こと。

・バス・タクシー動線を
駅⻄側の線路⽤地
を活⽤することで買
収⽤地を最⼩限に
抑え、駅前広場内に
ロータリーを作らない。
・駅前広場は⽊陰の
下のベンチや芝⽣広
場がある、ホッとする
ような場所にする。

・四季折々の⾵景が
⽣まれ、「広場×広
場、⼈×⼈、⽇常×
⾮⽇常、⾃然×⼈」
をテーマにコミュニティ
が繋がることができる
憩いの広場と、交通
広場を、「つながロー
ド」というにぎわいの
動線で結び、⾬や暑
さをしのぎながら回遊
できる駅前空間を
つくる。

ワーク作成図 ダイアグラム

ワーク作成図 ダイアグラム

ワーク作成図 ダイアグラム

下井草駅
西武新宿線

下井草駅

西武新宿線

下井草駅西武新宿線



テーマ︓みどりと景観
第10回（仮称）下井草まちづくりラボ 【令和８年１⽉10⽇（⼟）】

区からみどりの現状の説明をした後、関教授からみどりと景観に関するミニ講義を受け、みどりの景観や
維持管理に等について理解を深めました。
その後、地図と付箋を⽤いて駅周辺におけるみどりと景観の現状を整理し、現況写真や事例写真をもとに「下井草ら
しい」みどりと景観のあり⽅についてグループワークを⾏いました。

【みどりと景観についての講義資料（関教授講義資料）】【現況の景観についての説明資料（区説明資料）】

【現況のみどりについての説明資料(区説明資料）】

1 2

1

2

3

1

3

2



3班 キャッチフレーズ︓みんなで作る緑の輪
●駅舎からの景⾊として２階のコンコースから⼣⽇と
富⼠⼭が⾒える。

●プランターなどを設置し、⼩学⽣・中学⽣などと
連携してみどりの維持管理を⾏う。

●北側コミュニティ道路をくねくね道として整備し、⾞
のスピードを抑制して道路の両端にみどりを増やす。

●駅をデッキにした場合は、遠くのみどりを増やし、
みどりの景観を充実させたい。

●バス停の位置を変更して、バスの配置とみどりの
景観を計画的に組み合わせる。

1班 キャッチフレーズ︓空と緑の町下井草
●遠景と近景の両⽅の視点を⼤切にし、駅を出た
ときには、花やみどりが広がり、さらに視線の先には
空（⼣⽇）や⼤きな⽊が⾒えるような下井草の
まちへの想いをもとにキャッチフレーズを考案した。

●⼤きな屋敷林や井草観⾳堂などの歴史的建造
物等を維持していくことが⼤事。

●下井草は、公園等の公共のみどりが少ないため、
植物愛好家をはじめとした地域住⺠による団体
を設⽴し、公共⽤地だけでなく、⺠有地も含め、
地域の活動を通じてまちのみどりを増やしていき
たい。

２班 キャッチフレーズ︓ともにつくるみどりのまち
●公園の緑が少なく、⽇影がないため、夏は暑すぎ
て公園に誰もいない。

●みどりのある家が多く、⽣垣は現状のまま残すべき
である。

●スペースが少なくても、⼩さなプランターとベンチを設
け、ひと息付ける空間になると良い。

●駅前の桜は、下井草の象徴的な⽊である。桜以
外の植物、季節の花等があると良い。
（例︓ツツジ）
●商店街にみどりが少ないため、少量ずつでもみどり
を配置したい。

【駅周辺（駅前広場）におけるみどりと景観のグループワーク結果】
【付箋凡例】

魅⼒あるみどりと景観 課題のあるみどりと景観 みどりを充実させるアイデア

下井草駅 西武新宿線

下井草駅

西武新宿線

下井草駅

西武新宿線



6班 キャッチフレーズ︓今あるみどりを⼤切に守る
●下井草は公的な隙間はない。増やすことも⼤事
だが、いかに今ある緑を守り、維持していくかが
⼤事。

●⼩規模宅地及び私道に⾯する⽣垣などの管理
に対する助成制度がないので、⼀番⽀援を⾏う
べきである。

●昔は⼀番街はにぎわいの通りであったが、現在
は、その⾯影はないため、⼀番街の歩⾏者天国
は中⽌すべきである。

8班 キャッチフレーズ︓四季つながる回遊空間
●駅北⼝を降りた時の視線がローソンや三徳であり、
駅の⼊り⼝としてのみどりが少ない。

●休むスペースがもっと必要である。
●駐輪場や駐⾞場がコンクリートやアスファルト舗装
されており、殺⾵景である。

●駅前広場に春のシンボルツリーの桜があるが、
もっとみどりが欲しい。

●駅南⼝を降りた時の視線が⽇⾼屋やバス停であり
冬のシンボルツリー（クリスマスツリー）を設けたい。

●「つながロード」でにぎわいの動線とし、秋のシンボル
ツリー（イチョウ）を植える。

●商店街の中にみどりがほとんどないため、⽇陰で休め
るベンチや植栽があると良い。

4班 キャッチフレーズ︓北と南 硬いと柔らかい (おしゃれとダサい)の使い分け
● ⼣⽇が⾒え、⼭も⾒える。
● 各住宅に⼩さな⽊を1本ずつ植える取組みをする。
●北側の商店街を、若年層向けに、きれいなお店や
新たにお店を始められるような環境にしたい。

●駅前広場には、桜の下に⾚いベンチを設置する。
また、⼦どもが遊べる空間にし、防災ベンチ（かまど
ベンチ）を設置する。

●南⼝商店街は現在の⻄武新宿線沿線らしい
ローカルな雰囲気を残したい。

●構造形式に関わらず側道や線路跡地にはグリーン
インフラとして通路脇に細い緑地（野菜・雑草）
を設けたい。

【付箋凡例】
魅⼒あるみどりと景観 課題のあるみどりと景観 みどりを充実させるアイデア

下井草駅 西武新宿線

下井草駅

西武新宿線

下井草駅

西武新宿線



地域住民による「下井草駅周辺地区まちづくり協議会」の設立

区による「西武新宿線沿線各駅周辺地区まちづくり方針」の策定

上位計画による位置づけ

まちづくり協議会による「下井草駅周辺地区まちづくり構想」の提案

これまでの取組み

下井草駅周辺まちづくりに関するオープンハウス

下井草駅周辺まちづくりワークショップ

（仮称）下井草駅周辺まちづくりラボ

地域住民や関係機関と連携・協働を行い、まちづくりの目標である
「人と人とをつなぐ、みどり豊かな便利で快適なまち」の実現を目指します。

整備目標・整備計画図
（たたき台No.2）作成

杉並区基本構想
〇杉並区総合計画 〇杉並区実行計画

荻
窪
地
域

阿
佐
谷
地
域

西
荻
地
域

高
円
寺
地
域

高
井
戸
地
域

方
南
・
和
泉
地
域

地
域
別
方
針

杉並区まちづくり基本方針
（杉並区都市計画マスタープラン）

東京都市計画
都市計画区域の整備、開発及び保全の方針
（都市計画区域マスタープラン）

西武新宿線沿線各駅周辺地区
まちづくり方針

井
草
地
域

交通拠点である駅を中心に、地域の特性を生かした商業
の活性化や生活利便性の向上を図り、にぎわいと多彩な
魅力あるまちづくりを進める。

沿線地域のまちづくり目標

人と人とをつなぐ、
みどり豊かな便利で快適なまち

下井草駅周辺地区まちの将来像

にぎわいと良好な住環境が調和した、
安心して住み続けられるまち



下井草駅周辺まちづくりの「これまで」と「これから」

平成２３年

平成２６年

平成２８年

令和４年

令和５年

令和６年

令和７年

未定

下井草駅周辺地区
まちづくり協議会を設立

下井草駅周辺地区
まちづくり構想を区へ提案

西武新宿線沿線各駅周辺地区
まちづくり方針の策定

下井草駅周辺地区まちづくり
オープンハウス開催（２回）

下井草駅周辺まちづくり
ワークショップ開催（１回）

下井草駅周辺地区まちづくり
オープンハウス開催（４回）
下井草駅周辺まちづくり
ワークショップ開催（６回）

下井草駅周辺地区まちづくり
オープンハウス開催（１回）
（仮称）下井草まちづくりラボ
開催（６回）

（仮称）下井草駅周辺
まちづくり計画策定

まちの将来像の実現

下
井
草
の
ま
ち
の
方
針
・
取
組
の
方
向
性
に
つ
い
て
意
見
交
換

（仮称）下井草まちづくりラボ
開催（４回）

住民主体のまちづくり活動

下井草駅周辺地区まちづくり
オープンハウス開催（１回）

【地域】【杉並区】
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